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lHa-1　　　　　 新しい住生活 スタ イルに関す る一考察

○ 加藤玲子＊、小笠原 章＊、繁田 明＊、戸田樹生＊＊、西村和代¨
（*花王（株）、¨ セソン総合研究所）

【目的】本研究は、今後の住生活スタイルの方向性を探ることを目的とする。 90年代初
頭のバブル崩壊を契機に社会環境が大き＜変化し、自由に生きやすくなった反面、経済
的 一生活的に自立し他者との関係性を築＜必要性が高まっている。今後、自分なりの価値
観をベースに新たな生活スタイルを模索する人々がますます増えていくと考え、セソン総
研では、「自立型社会」あるいは「男女共同参画社会」とも称される21 世紀の社会で個人
に求められる要件は、自己充実（私生活重視）、社会的自立、社会・公共性という３つの
側面であるとみなし、３側面を表現する指標を作成して生活者像の変化を探っている1）。

なお、それらの３側面から構成される概念を「自分化」と命名している。
この概念を住生活領域に応用して、住生活における新しい生活スタイルの進行状況やそ

の特徴を探ることにした。

【方法】セソン総研の指標を参考に住生活に関する指標を作成し､ 首都圏の成人男女1300
名にアンケート調査を実施した。その結果から、新しい住生活スタイルを実現していると
思われる人を抽出し、自宅を訪問してヒアリングと現場観察による定性調査を実施した。
【結果】住生活において新しい生活スタイルを実現している人は全体の6%  （男性5% 、
女性8% ）。彼らは年齢によらず好奇心旺盛であり、求めるものが明確であること、縁故

の場 としてだけではなく、他人をもてなし楽しませ る交流 の場と しても位置付けていた。

1)SRI 総合研究11 “｢自分化｣ の研究：個の自立がもたらす生活者像の変化"、セソン総合研究所(2000)

lHa-2　　　 家庭内における既婚男女のテリトリーに関する研究（第２報）

○米田　友紀＊、中島　喜代子＊＊（＊三重大・院、＊＊三重大）

目的　近年のストレス社会において個人のプライバシーを守り、個人生活を確立するため

の空間を住宅内に確立する要求や必要性が増加していると思われる。そこで家庭における
既婚男女のテリトリーの実態とそれに対する意識を捉え、テリトリー形成要因を探ること

によってその促進の方策を探り、さらに各個人のテリト･リー形成が各個人や家庭にどのよ

うな影響を及ぼすかを探ることによって個人の場がいかにあるべきかを追求することを目
的としている。

方法　三重県津市の新興住宅地の一戸建て住宅に居住する各家庭の既婚男女を対象に留置

式のアンケート調査を行った。調査時期は平成1 1 年９月で、有効回答数は2  4 2件であ
った。

結果　既婚男女のテリトリーについて基本テリトリータイプと防御性を加味した防御テリ

トリータイプの２つを設定し、それぞれ個室テリトリー型、共有空間テリトリー型、全ス
ペーステリトリー型、テリトリー非形成型の４つに分類し分析を行った。既婚男女が家庭

内にテリトリーを形成する要因を個人生活・家庭生活の実態と意識からみると、既婚男女
とも空間条件や年齢、趣味、個人のプライバシーに対する意識、さらに既婚女性では自由

時間、社会的活動の参加状況などにテリトリー型による違いがみられた。また、日常行為
の場や所有物の置き場、所有物の使用状況、普段過ごす部屋、一人になれる部屋、くつろ

げる部屋等、家庭内の場の実態と意識においてテリトリー形成による影響がみられること
が捉えられた。
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